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裏表

出版健康保険組合

内科・歯科常勤医師 専　門 診療日 出身校
坪井　良眞（院 長） 消 化 器 ・ 肝 臓 火（１日）、水・木・金（午後） 東 京 慈 恵 会 医 科 大 学
田村　裕子（診 療 部 長） 消 化 器 水（１日） 東 京 医 科 歯 科 大 学
松藤　民子（健康管理部長） 消 化 器 ・ 肝 臓 月（１日）、水（午前） 東 京 慈 恵 会 医 科 大 学
川上　綾子 呼 吸 器・ ア レ ル ギ ー 月（１日）、木（午後） 東 京 大 学 大 学 院
若林　　始（歯 科 医 長） 保 存 月・ 火・ 木・ 金（１日） 東 北 大 学

非常勤医師 専　門 診療曜日 所属医局

内　

科

中野　　知子 循 環 器 月（１日） 東 京 慈 恵 会 医 科 大 学
百瀬　　邦雄 消 化 器 ・ 肝 臓 月（１日） 東京慈恵会医科大学出身
磯部　　八郎 東洋医学・腰痛症・肩こり症 月（午後） 東京大学医学部附属病院
相澤　　隆徳 循 環 器 内 科 火（午前） 東 京 慈 恵 会 医 科 大 学
中山　　　徹 糖 尿 病 火（午前） 東 京 医 科 歯 科 大 学
吉原　　久直 呼 吸 器・ ア レ ル ギ ー 火（午前） 東京大学医学部附属病院
山田　　浩和 呼 吸 器・ ア レ ル ギ ー 火（午後） 〃
川畑　　仁人 アレルギー・リウマチ 火（午後） 〃
伊藤　　朝子 糖 尿 病・ 内 分 泌 火（午後） 東 京 慈 恵 会 医 科 大 学
海老澤　高憲 糖 尿 病・ 内 分 泌 水（１日） 〃
後藤　　　悌 呼 吸 器 水（午後） 東京大学医学部附属病院
高藤　　　繁 ア レ ル ギ ー・ 呼 吸 器 水（１日） 〃
森　　美賀子 リ ウ マ チ・ 膠 原 病 木（１日） 〃
下門　顕太郎 生 活 習 慣 病・ 老 年 病 木（午前） 東 京 医 科 歯 科 大 学
吉田　　　章 アレルギー・リウマチ 木（午後）、土 東京大学医学部附属病院
山口　　正雄 ア レ ル ギ ー 木（午前） 〃
内山　　江美 腎 臓 木（午前） 東 京 慈 恵 会 医 科 大 学
春原　浩太郎 〃 木（午後） 〃
阿部　　邦彦 循 環 器 金（１日） 〃
前村　　匡俊 糖 尿 病 金（午前） 東 京 医 科 歯 科 大 学
鈴木　　　毅 アレルギー・リウマチ 金（１日） 三 井 記 念 病 院
小山　　高敏 血 液 金（午後） 東 京 医 科 歯 科 大 学
今津　　博雄 消 化 器 ・ 肝 臓 金（午前） 東 京 慈 恵 会 医 科 大 学
名倉　　直良 整 形 外 科 金（１日） 〃

歯　

科

小山　隆夫（嘱  託） 歯 内 療 法 火・ 木・ 金（１日） 鶴 見 大 学
河江　　信（　 〃 　） 補 綴（ 入 れ 歯 ） 月・水（１日）、木（午後） 東 京 医 科 歯 科 大 学
小林　明子（非 常 勤） 口 腔 外 科 火 （午後）、水 （１日） 〃
大竹　　徹（　 〃 　） 歯 周 病 木 （午前）、金 （午後） 昭 和 大 学

眼　

科

酒井　　　勉 眼 科 全 般 月（午前） 東 京 慈 恵 会 医 科 大 学
林　　　孝彰 〃 火（午前） 〃
中野　　　匡 〃 水（午前） 〃
渡邉　　　朗 〃 木（午前） 〃
加畑　　好章 〃 木（午後） 〃
岡野　喜一郎 〃 金（１日） 〃

耳
鼻
咽
喉
科

有泉　　陽介 耳 鼻 咽 喉 科 全 般 月（午後） 東 京 医 科 歯 科 大 学
得丸　　貴夫 〃 水（午後） 〃
芳川　　　洋 〃 木（午後） 順 天 堂 大 学 浦 安 病 院
関　　眞規子 〃 金（午後） 順 天 堂 大 学

皮
膚
科

藤田　　英樹 皮 膚 科 全 般 月（１日） 東 京 大 学
増井　　友里 〃 火（１日） 〃
玉城　善史郎 〃 水（１日） 〃
宮垣　　朝光 〃 木（１日） 〃
門野　　岳史 〃 金（１日） 〃

　

年
間
35
兆
円
に
も
の
ぼ
る
国
民
医
療
費
の
約
２

割
が
薬
代
で
す
。
今
後
も
予
想
さ
れ
る
医
療
費
の

増
加
を
抑
え
る
効
果
的
な
手
段
の
１
つ
と
し
て
、

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」の
使
用
が
あ
り
ま
す
。

　

慢
性
疾
患（
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
・
高
血
圧

症
等
）
な
ど
で
薬
を
長
期
間
服
用
さ
れ
て
い
る
方

に
は
大
変
効
果
的
で
、
薬
代
の
自
己
負
担
額
を
大

き
く
減
額
で
き
ま
す
。
医
療
費
を
大
幅
に
減
ら
す

こ
と
で
家
計
に
も
お
お
い
に
役
立
つ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
活
用
し
、
医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
メ
リ
ッ
ト

◎
新
薬
の
２
～
８
割
の

価
格
で
購
入
で
き
る

◎
効
き
目
・
安
全
性
は

新
薬
と
ほ
ぼ
同
じ

薬の正しい飲み方
①	決められた時間に正しい量を飲

む（忘れたとき、次に一度に２回
分を飲むことは絶対だめ）

②	十分な量の水で飲む（十分でない
と食道の壁に付着して炎症を起
こします）

③	水で飲む（アルコールは絶対だ
め）

④	体を横にしたまま飲まない

⑤	カプセル状の薬はそのまま飲み
込む

⑥	飲むように指示された期間内で
飲み切る

　正しく服用して
はじめて、100％
の効果が現れま
す。必ず正しい
飲み方をしまし
ょう。

※「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」と
は
？

　

薬
の
主
成
分
で
呼
ぶ
と
き
の
名
称
で
“
薬
品
名
を
指
定

し
な
い
”
と
い
う
意
味
で
す
。
医
師
に
処
方
し
て
も
ら
う

薬
に
は「
先
発
医
薬
品（
新
薬
）」
と
同
じ
成
分
、
同
じ
効
果

で
価
格
的
に
も
安
い「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）」
が
あ
り
ま
す
。
新
薬
と
し
て
最
初
に
発
売
さ
れ
る
薬

は
特
許
に
守
ら
れ
、
開
発
し
た
製
薬
会
社
が
独
占
的
に
製

造
販
売
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
20
～
25

年
を
過
ぎ
て
特
許
期
間
が
切
れ
る
と
、
他
の
メ
ー
カ
ー
で

も
同
じ
薬
を
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）」
で
、
価

格
を
先
発
医
薬
品
よ
り
安
く
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
推
進
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
も
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

医
師
か
ら
処
方
さ
れ
る
薬
に
つ
い
て
「
同
じ
よ
う
な
薬
で

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
え
ま
す
か
？
」と
尋
ね
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
試
し
期
間
（
４
週
間
分
の
薬
の
う
ち
１
週
間

分
だ
け
調
剤
し
て
も
ら
う
）
が
あ
り
、
自
分
に
合
う
か
ど

う
か
試
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◦	

薬
局
は
営
業
時
間
外
や
休
日
、
深
夜
に
利
用

す
る
と
加
算
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
無
駄
な

医
療
費
、
家
庭
の
出
費
を
抑
え
る
た
め
に
も

営
業
時
間
内
に
調
剤
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

医師・薬剤師のみなさまへ
ジェネリック医薬品の処方をお願いします
●処方される薬にジェネリック医薬品がある場合には、ジェ

ネリック医薬品の処方をお願いします。
●ジェネリック医薬品を処方することができなかったり、ふさ

わしくない場合があることを承知しています。
●このカードは、保険証・診察券などと一緒にお戻しください。

氏名

ジェネリック医薬品お願いカード
私はジェネリック医薬品の処方を希望します

↓山折り
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健康管理センター診療部 医師一覧表
受診の際の参考に各科別診療医師の紹介をいたします。

医療費はもちろん、
家計上も節約できます
「ジェネリック医薬品」を使いましょう


